
（ 5 ） 7月号

　
　
　

　

３
月
28
日
、
市
役
所
正
庁
で
平

成
23
年
度
市
政
功
労
者
・
徳
行
者
・

市
民
栄
誉
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
状
等
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
個
人
と
団

体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◎
市
政
功
労
者

・
自
治
会
長

　
　

岸　

貞
吉
（
城
内
町
２
丁
目
）

・
人
権
擁
護
委
員

　
　

柏
﨑　

惠
美
子
（
大
塚
町
）

　
　

齋
藤　

美
代
子
（
鍋
山
町
）

　
　

増
山　

文
男
（
大
平
町
蔵
井
）

・
消
防
団
員

　
　

大
塚　

政
和
（
旭
町
）

　
　

岡
本　

治
（
河
合
町
）

　
　

越
沼　

稔
（
城
内
町
１
丁
目
）

　
　

寺
内　

貢
（
梅
沢
町
）

　
　

長
尾　

芳
昭
（
錦
町
）

　
　

茂
呂　

晃
男
（
藤
岡
町
藤
岡
）

　
　

味
村　

勝
弘
（
藤
岡
町
都
賀
）

・
寺
尾
財
産
区
議
会
議
員

　
　

白
沢　

栄
幸
（
鍋
山
町
）

・
少
年
補
導
員

　
　

牧
野　

千
賀
子
（
沼
和
田
町
）

・
母
子
保
健
推
進
員

　
　

青
木　

悦
子
（
室
町
）

　
　

志
鳥　

桂
子（
今
泉
町
１
丁
目
）

　
　

関
口　

光
子
（
藤
岡
町
富
吉
）

　
　

野
村　

春
美
（
藤
岡
町
甲
）

　
　

橋
本　

洋
子
（
旭
町
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

繁
岡　

哲
哉
（
藤
岡
町
藤
岡
）

・
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　

増
山　

正
明（
片
柳
町
２
丁
目
）

・
西
方
町
町
議
会
議
員

　
　

早
乙
女　

照
雄（
西
方
町
金
井
）

　
　

和
賀
井　

政
雄（
西
方
町
本
郷
）

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　

若
林　

祐
市（
都
賀
町
合
戦
場
）

・
学
校
医

　
　

大
塲　

昭
夫
（
旭
町
）

　
　

酒
井　

俊
通
（
柳
橋
町
）

　
　

髙
田　

一
男（
片
柳
町
１
丁
目
）

　
　

田
中　

勝
之
助
（
境
町
）

　
　

船
越　

修
二
（
都
賀
町
家
中
）

　
　

百
瀬　

正
明
（
都
賀
町
木
）

・
学
校
歯
科
医

　
　

井
本　

明
基（
今
泉
町
２
丁
目
）

　
　

入
野　

光
市（
今
泉
町
２
丁
目
）

　
　

庄
野　

英
雄
（
湊
町
）

　
　

根
本　

進
（
大
宮
町
）

・
学
校
薬
剤
師

　
　

荒
井　

京
子
（
泉
町
）

　
　

大
豆
生
田　

民
江

　
　
　
　
　
　
　
（
大
平
町
西
野
田
）

　
　

佐
山　

勝
英
（
境
町
）

◎
徳
行
者

・
多
額
寄
付

　
　

板
倉　

安
秀
（
吹
上
町
）

　
　

大
杉　

清
一
（
大
平
町
真
弓
）

　
　

白
川　

よ
し
子
（
東
京
都
）

　
　

ア
ド
バ
ン
ス
ト 

フ
ィ
ル
ム 

デ

　
　

ィ
バ
イ
ス　

イ
ン
ク
㈱
（
都
賀

　
　

町
升
塚
）

　
　

㈱
セ
ン
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ 

コ
ー

　
　

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
都
賀
町
家
中
）

・
社
会
貢
献
活
動

　
　

吉
村　

榮
市
（
藤
岡
町
新
波
）

◎
市
民
栄
誉
賞

・
平
成
23
年
文
部
科
学
大
臣
全
国
高

等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
優
勝

　
　

癸
生
川　

聡
（
沼
和
田
町
）

・
平
成
23
年
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
囲
碁
部
門
優
勝

　
　

塚
田　

花
梨（
城
内
町
１
丁
目
）

・
平
成
22
年
全
国
中
学
校
体
育
大

会
・
全
日
本
中
学
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
男
子
走
り
高
跳
び
優
勝

　
　

中
島　

大
輔
（
新
井
町
）

・
平
成
23
年
全
国
高
等
学
校
漫
画
選

手
権
大
会
最
優
秀
賞

　
　

栃
木
女
子
高
等
学
校
美
術
部

　
　
　
　
　
　
　
（
薗
部
町
１
丁
目
）

・
平
成
23
年
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
女
子
４×

１
0
0
ｍ
リ

レ
ー
優
勝

　
　

下
都
賀
Ｔ
Ｏ
Ｊ
女
子
４×

１

　
　

０
０
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
川
原

　
　

田
町
）

市
政
功
労
者
・
徳
行
者
・

市
民
栄
誉
賞
表
彰
式

広報とちぎ広報とちぎのリニューアリニューアルのお知らせお知らせ広報とちぎ広報とちぎのリニューアリニューアルのお知らせお知らせ広報とちぎのリニューアルのお知らせ広報とちぎのリニューアルのお知らせ
　合併等により文字量が増大し、読みにくいといった意見が寄せられていた「広報とちぎ」について、次号（８月号）から
リニューアルしてお届けします。
○アンケート結果および広報とちぎ紙面検討委員会の意見
　昨年発行したＡ３版合併特別号のアンケートの結果は、大判化について
賛成56％、反対31％、楽しみにしている記事は、イベント情報、特集
記事、健診検診の順、新コーナーの希望は栃木市百景、地域のひろばの
順となりました。
　また、自治会連絡協議会、各地域協議会を始め、老人クラブ、ＰＴＡ、
市民活動団体等から推薦いただいた方および公募委員で構成される「広報
とちぎ紙面検討委員会」において、次のご意見等をいただきました。
①大判化する　②写真・イラストの多用
③記事をシンプルに読みやすく④新記事を掲載（地域紹介、地域の出来事、市民の作品掲載、学校の紹介等）
⑤広告収入の確保
○新広報とちぎについて
　新広報とちぎについては、次のように変更し、発行します。
①Ａ３版（12～16ページ）　②文字を大きく、写真・イラストを多用します。
③新たなコーナーをつくります。（わが家の天使は継続して実施します。）　④編集業務を民間に委託します。
次号から新しくなる「広報とちぎ」をお楽しみに！

広報とちぎの大判化（A3）について

■（1）賛成
■（2）反対


